
作成日：平成２９年７月５日 

 

学校法人 神戸滋慶学園 神戸製菓専門学校 

平成２９年度 第 1回学校関係者評価委員会議事録 

 

議事録作成者：波連 良子 

 

１． 開催日時 平成２９年７月１日（土） １３：００～１４：：３０ 

２． 開催場所 神戸製菓専門学校 ４０３教室 

３． 参加者  学校関係者評価委員 

小竹 睦夫 業界関係者（兵庫県菓子工業組合 常任理事、（株）二つ茶屋（和菓子）代表取締役） 

澤野 卓浩 卒業生代表 

生頼 順子 保護者代表 

川﨑 万紀代 高等学校関係者（学校法人 スバルが丘学園 神戸第一高等学校 元校長） 

学校側参加者 

斎藤 満知子   学校法人神戸滋慶学園  常務理事  

川口 延子     神戸製菓専門学校     校長 

才田 宗二     神戸製菓専門学校     事務局次長 

松田 慎介    神戸製菓専門学校     製菓本科 学科長 

丹埜 裕       神戸製菓専門学校     製菓衛生師科・お菓子専科 学科長 

水口 敏       神戸製菓専門学校     製パン本科 学科長 

岩﨑 隆     神戸製菓専門学校     事務局課長 

波連 良子    神戸製菓専門学校      事務局主任 

欠席者  

濵田 智行 業界関係者（兵庫県洋菓子協会 理事、（有）エトワール（洋菓子）代表取締役） 

大西 達也 業界関係者（株式会社元町ケーキ 代表取締役） 

島   誠一 地域関係者 

（ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 セールスアンドマーケティング部営業部長） 

 

４． 会議の概要 

(1) 校長挨拶 

(2) 常務理事挨拶 

(3) 各委員ご紹介 

(4) 平成２８年度自己点検・自己評価結果報告 

(5) 質疑応答及び審議 



５．会議内容 

（１）川口校長挨拶 

   学校関係者評価委員の皆様には、ご多忙のところお集まりいただき、本当にありがとうございます。 

本日は、皆様にさまざまなご意見をいただき、職業人教育を通して社会に貢献するという大きな使命

を持って取り組んで参りたいと存じます。本日もいろいろなご意見をいただき、ご指導のほど宜しくお

願い致します。 

 

（２）斎藤常務理事 挨拶 

皆様には、ご多忙の中、またお暑い中、本校の学校関係者評価委員会にご出席いただき、誠にありがと

うございます。 

文部科学省から職業実践専門課程認定学科ということで本校の製菓本科が認められ、委員の方からい

ただいたご意見を、カリキュラムや学生さんの指導に取り入れたく委員会を開催しております。業界も

常に変化をしており、これからもいろいろなご意見をいただき、順次カリキュラムに反映し、将来業界

で活躍していただけるような人材を育成するために本日もご意見をいただきたいと思います。本日はど

うぞ宜しくお願い致します。 

 

（３）委員のご紹介（才田） 

  新しく委員に就任された方をご紹介します。 

保護者代表 生頼 順子様です。 

 

（４）平成２８年度自己点検評価・自己評価結果報告 

 はじめに学校運営にあたり、大切にしていることが、ミッションと教育理念です。これを基に、毎年 12月に

事業計画を作成しています。事業計画の中の組織目的、運営方針、実行方針、実行計画が学校の成長

につながっています。キャリア教育についても、今までの人間教育を更に発展させるべく、教職員に研修

の機会を設け、学生それぞれがキャリア設計を実現できるよう取り組んでいます。 

   平成２８年度本校が実施した自己点検・自己評価内容、下記１０項目について説明。 

   １.教育理念・目的・育成人材像 

２.学校運営 

３.教育活動 

４.学修成果 

５.学生支援 

６.教育環境 

７.学生の募集と受け入れ 

８.財務 

９．法令等の遵守 

１０．社会貢献・地域貢献 

以上、１０項目の内容を説明し、委員に評価を行っていただいた。 

   



（５）質疑応答及び審議 

   ・生頼委員：入学してからはじめてのことばかりで、自分の進みたい道ですので、楽しそうにしており、学

校で作ってきたものを家で披露してくれています。     

【国家試験】  

・松田：国家試験が７月９日にあり、空いているコマも利用してみんな勉強している。１０人くらいのグルー

プで問題を次々解いており、雰囲気もよく、教えるほうもとても教えやすい雰囲気である。 

・丹埜：製菓衛生師科は卒業後の受験であるため、卒業後もサポートし、国家試験の受験案内を卒業生

全員に向け行っている。 

・水口：パン製造技能検定について日程が決まった。１０月から申込みが開始される。神戸は１２月中に実

技試験があり、卒業生に受験を促している。昨年度の卒業生も業界を離れずに頑張っている。資

格・検定は企業が奨励しているところが多く、技能検定は特級まであるので、卒業生にはみんな

目指してほしい。 

・川﨑委員：勤務している神戸第一高等学校は受験資格が得られる高校であるが、その後は専門学校に

行かせていただき、就職に結び付いている。 

・澤野委員：私の場合は、就職後、１年目は会社に慣れることで精一杯で、２年目に製菓衛生師の試験を

受験。その際には学校が過去問や国家試験対策講座を受けさせていただき合格することができ

た。 

  

【教育環境】 

 ・才田次長：海外研修について、昨年度は非常事態宣言を受け学生の安全を第一と考え、フランスの

研修を中止した。今年度は、行き先も含めて検討中です。 

 

【その他】 

 ・川﨑委員：就職して３ヶ月、１年で辞める子もいますが、どうやったら乗り越えられるか。 

  澤野委員：私もこの道が好きだから続いたと思う。まず仕事を始めた当初は仕事を覚えることで精

一杯だったため、辞めることなど考えている暇がなかった。製菓業界もだいぶ労働環境が整っ

てきたように思う。 

  小竹委員：真面目に取り組む姿勢が大切。仕事はのんきに構えていては続けられない。 

     

川口校長：お忙しいところ、本日は各委員の皆様から、様々なご意見を頂きありがとうございました。 

         今後の学校運営に反映していきたいと思います。本日はありがとうございました。 

 

才田次長：本日はお忙しいところありがとうございました。次回委員会は、来年２月ごろを予定しております。

あらためてご案内申し上げます。 

  

 


